
140 - -

6124  滝沢市立学校給食センター運営委員会事務

開催回数
2

2 3 2 2 2 2
回

2 2 2 2 - -

15467  学校給食施設改善事業

調理等に影響を及ぼす故障発生割合
3

2 2 2 2 2 2

1 0.5 0 0 - -

%(事故件数/

稼働日数)

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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前期基本計画 平成３０年度 施策方針評価書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０３ 学校給食の充実
０１ 安全安心な学校給食の提供と食育の推進

学校給食センター　主任主査  谷地　知子

１．施策の平成30年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

学校給食に安全で新鮮な地場産品等の活用や給食センターの施設設備等の計画的な改修整備を行うことにより、児童・生徒

に安全安心な学校給食を提供します。

また、児童・生徒が将来にわたって健康に生活していくため、望ましい食習慣を理解し実践できるよう、学校と連携し食の

指導の充実に努めます。

滝沢中央小学校の開校に向けて、給食提供にかかる環境整備を計画的に進めてまいります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

暮

ら

し

学校給食食材生産供給組合からの年間納入量

1 9,800 9,800 9,800 9,900 9,900 Ａ
㎏ 9,538

9,805 9,114 9,588 10,548 10,548 279.0

幸

福

家族一緒に食事をする回数（１週間）

2 10.5 11 11.5 12 12 Ｄ
回 10.12

9.51 10.17 10.64 8.37 8.37 △93.1

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

1168  学校給食事業

食に関する指導回数（クラス数）
1

100 100 100 100 110 110
クラス

127 137 140



針

齢化による組合の継続

に

を注視

ついての達成（実現）状況
Ａ 達成した

Ａ 達成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり
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２．施策の実現に向けての平成30年度までの取り組み状況を分析する

・安全安心な学校給食を提供するため、給食食材への地場産品の使用を推進し

政

ました。

・学校給食を

 

安全かつ確実に提供す

 

るため、計画的に施設

 

の改修整備を実施しま

 

した。

・給食への関心

策

や食べることへの意欲

:

を持たせることを目的

基

に「希望献立」を実施

本

し、正しい食生活を理

施

解することを目的

に「

策

食に関する指導」を実

:

施しました。

(２) 

施

基本計画内の取り組み

 

と方針のうち、平成3

 

0年度の重点課題の達

 

成（実現）状況

【重点

 

課題】

・給食食材への

策

地場産品の活用

・「食

:

に関する指導」の継続

施

実施と指導内容の充実

策

【重点課題に対する達

担

成状況】

・滝沢市学校

当

給食食材生産供給組合

職

との情報交換を密にし

・

、地場産品の使用量を

氏

増加しました。

・食に

名

関する指導回数を維持

(

しました。

３．施策の

１

実現に向けての平成3

)

0年度実施後での変化

 

を認識する

岩手県では

施

脳卒中の死亡率が高い

策

こと、核家族化による

目

朝食欠食や孤食など家

標

庭での食の問題がある

の

ことなどから、減塩対

達

策や食生活・食習慣の

成

改善が注目され、健康

（

・食育への関心が高ま

実

っていると思われます

現

。

引き続き同内容の施

）

策の実施が必須である

に

ため、見直しの必要は

向

ありません。

(１) 

け

平成30年度方針策定

た

に際し、今後の方向性

基

や引継課題

【今後の方

本

向性】

引き続き安全安

計

心な学校給食提供のた

画

め「施設整備」と「地

期

場産品の活用」を進め

間

、食育推進のため「食

内

に関する指導」の

継続

の

の必要があります。

【

取

引継課題】

・個別施設

り

計画の策定による計画

組

的な施設整備の推進

・

み

地場農産物受入量の確

と

保

・滝沢市学校給食食

方

材生産供給組合員の高



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画
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1168  学校給食事業

415,441 416,038 0.1

6124  滝沢市立学校給食センター運営委員会事務

202 153 △24.3

15431  学校給食施設改善事業

2,443 0 皆減

15467  学校給食施設改善事業

2,443 2,106 △13.8


